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如
毒

出
を
.促
進
し
輸
入
を
阻
止
す
る
作
用
を
有
し
得
・
の
で
あ
・
か
・

..
.
.
.
.

」
・
一

紙

幣

の
藩

が
雷

入
及

ぼ
す
影
響
・
關
し
て
は
ヂ
イ
ド
高

一
・
意
見
を
享

る
人
々
籔

多

い
が
・
・
蛋

…

あ

見
蟹

抱
藷

も
亦
稀
で
は
な
い
。
.ワ
ア
グ
ナ
・
が
夙

に
露
西
募

馨

本
位
に
聞
す
・
研
究
に
於
て
正
募

町

歩
姦

出
を
促
進
す
.る
要

説

婁

の
を
始

め
ε

、
例

へ
ば
カ
ア
川
・
デ
イ
"
む

.冨

量

¢尋

。
く
国薮

。
醤

ケ
須

に
し

、
葵
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鋳

・
て
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保
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親

歪
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昌
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旨
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昌
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く
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山
臥
・、即
・
岱
・・
呈

書

…

誇

・
要

…

箋

　

量

.
ω

遽

べ
て
居

一
る
の
み
な
争

、
匈

牙
利

の
地
主

縫

物

欝

の
都

合
よ
・り
紙
幣

零

落

を
喜

発

る
妻

べ
三

・
ア
イ

レ

ス

…
。

於

。
金

に
孕

る
打
歩

が
二
五
℃

　

二
七
・

・
上
熟

・
が
繹

小
変

・
醤

が
筋

播

如
し

砦

饗

其
農

ウタ
の
蕩

塞

げ
て
居
る
㎎
要
…

如
上
・
見
蟹

㌍

喬

署

長

際
答

に
亘
り
て
馨

て
多

い
。
然

る
に
、
例

へ
ば
ピ
イ
ア
ソ
・
は
明
に
反
射
意
見
を
唱

へ
・
居

・
.
野

印
拷

譲

貿
易

に
就

い
て
餐

霞
無
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離
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欝
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麟

二
.
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如
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は
明
に
紙
幣
の膨
脹
畜

・物
緩

着
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二
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反
封
せ
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見
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の
何
れ
蓋

し
い
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、
・
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・
・
も

・
は
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正
・
・
か
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此
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に
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論

説

舞
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婆
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就
い
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冥
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紙

幣

の
減
債
は
共
購
買
力

の
減
少
で
あ
る
、
而

し
て
此
減
少

に
は
種
々
の
も
の
が
あ
り
從
ひ
て
種
々
の
も

の
に
よ

り
て
測
定
せ
ら
れ
る
。
笙

に
そ
は
國
内
の
商
品

に
封
ず
る
購
買
力
の
減
ぎ

し
て
、
.物
儂
騰
貴

の
程
度
に
よ
り

一
で

測
定
せ
ら
れ
る
。
第
二
に
そ
は
金
(正
貨
が
金
賀

な
る
場
合
)
に
封
ず
る
購
買
力

の
減
少
ε
し
て
、
金
に
封
ず
る

打
藷

ち
金
紙

の
開
き
に
よ
り
て
測
定
せ
ら
れ
る
。
第
三
に
そ
は
外
囲
貨
幣
に
封
ず

る
購
買
力
の
減
少
ご
し
て
・
.

外
國
宛
爲
替
手
形

の
償
格
騰
貴
に
よ
り
て
測
定
せ
ら
れ
る
。
第

二
第
三

の
二
者
は
密
接
な
る
關
係
を
保
ち
多
く
の

場
A
・
殆

ん
高

鏡

レ

・
も

差
支

が
謙

け
れ
奄

、

理
論

腱

髭

二
を
匠

刑
し
謄

必

器

あ

る
・
第

一
は

.

≦

。『。<
。
『・
P=一亀
。『=
一目・・
又

は

の
①二
Φ
・層
三

。箕
Φ
・碁

・

岳

せ
ら
れ

、
第

二
は

同
署

・。
量

・碧

℃
。。
罫

書

　

岡四
重

籍

せ
ら
る

・
も

の
に
し
て
、

第
三
は

レ
・

シ
ス
が

〉
　

。　

。
・一…

量

・…

窒

よ

び
た

る
あ

で
あ

る
(莚

ら

垂

第

一
.、
第
言

の
匪
別
萌

確
覇

め
羨

い
・
・
あ

ば
・
ア
グ
・
ア
で

あ
・
三

百

れ
て
居
ろ
・

国
】一幕

言

σq
■
毒

幕

皇

臣
α
①
■

.・コ・q
の
名
禦

フ
ア
グ
+
ア
の
用
・
・
狂

2
ぐ
あ
・
事
埼

知
・
養

…

。
紙
幣
・
一碧

穰

号

里

雪

。量

Qコ
轟

轟

辣

的
震

・
男向
.5
。
幽
①
℃
.
.。
剛p
二
。
翻

の
名
胃

…

ル
・
・
が
前
掲
の
論
吝

於
て
用
・
た
・
も

の
で
あ
・
・

レ
キ

亥

は
募

の
便
値
從

ひ

て
馨

の
慣
薯

封
外
径

封
橿

値

此
諺
語
話

燐
博
吉

從
ふ
;

　

ヲ
・…
』

一　

　
…

に
分
ち
・
薯

の
低
酷

ち
外
國
纂

に
封
ず
ろ
慣
値
の
低
落
を
表
は
す
に
課

慣
値
の
減
少

≧
萎

壽

壽

・ヨ
…乱
・≡
晃

々
以
て
し
て
居
る
・

,

薩

的
減
警

一般
穰

の
璽

量

不
易

慣
指
誓

よ
り
て
之
該

め
垂

が
出
來
食

レ
キ
亥

は
真
野
掻

暮

蟹

の
足
堅

し
善

通
募

磐

の
覆

、
吝

内
国
産
の
生
活
必
要
・男

物
憤
毒

げ
て
居
ろ
が
こ

般
物
偵
震

の
具
皆

な
鮭

食

時
岱

つ
い
て
匡
こ
れ

ら
が
適
當
の
尺
度
で
あ
ら
一つ
。
但
し
.
事

・
自
身
に
舞

個
舞

動
の
懸

襲

垂

最
も
客

袋

的
財
の
債
楚

以
て
封
掻

暮

鍵
動

な
最
も
よ
く
指
示
す
う
も
の
こ
考

へ
し
や
否

や
、
其
鮎
に
今
之

為
明
に
し
得
な

い
。
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金
紙
の
開
き

し
て
の
馨

の
減
便
賃

・ト
、・、
ル
.考

尋

に
普

し
議
論
ゼ
ら
身

・
筆

・
當
暗

君

・
。ぎ

。
三
更

髭

面君

津

.

α.℃
.。、碁

そ

あ
っ
た
善

へ
ら
れ
・
。
器

の
減
磐

外
囲
響

相
場
裏

に
・
義

憤
・
の
間
に
播

響

る
相
編

係
が
あ
り
夫

抵

箱

俘
ふ
事
奮

・、し
て
居
う
け
れ
こ
も
、
学

し
髭

二
寒

星

現
し
若
く
は
響

相
場
に
表
ば
を

減
債
ー-
金
紙
の
開
註

於
て
認
め
ら

る
ろ
あ

・
し
イ、
、
警

告

撃

・
に
』
當
ら
な
い
。
レ
キ
亥

は
幕

の
個
警

關
す
・
・
ア
グ
・
ア
の
挺
別
に
代
ふ
・
に
舞

慣
欝

外

債
麺

以
て
し
、
此
暮

相
磐

養

る
ろ
穰

の
霊

廟

警

表
圓
・
る
そ
れ
善

吝

し
め
て
骸

・
殊
暑

國
が
此
ハに
不
換
馨

國
こ

な
り
然
ら
ざ
る
ま
で
も
金
の
禁
輸
の
行
ば
ろ
る
揚
合
一μ於
て
は
金
紙
の
開
き
ご
此
爲
替
相
場
ε
に
互
に
蔵
し
き
御
立
性
な
有
し
て
來
ろ
。
從
ひ
て

吾
人
の
目
的
よ
り
ば
當
然
之
な
も
減
便
の
濁
立
な
る
一
種
ご
し
で
数

へ
上
げ
れ
ば
な
ら
掩
q

紙
幣

の
減
債

に
於

て
以
上
の

三
種

を
認

む
れ
ば
吾
人

は
最
勧

に
掲

げ
な

る
問
題

の
解
答

に
向

ひ
て

一
歩

を
進

め

る

事

が
潤
來

る
。
今
三
種

の
減

債

に
…罰
し
て
便
宜

の
爲

め
次

の
名

構
を
與

へ
る
。

紙
幣

の
園
内

の
貨

物

に
封

ず

る
購

.

買
力

の
減

少
を
其

}
般
的
減

贋

ご
云

ひ
、
金

に
醤
す

る
購
買
力

の
減

少

を
其
特
殊

的
減

債

`
云

ひ
、
而
し

て
外
國

貨

幣

蠢

い
て
は
外
國

の
貨
物

に
封
ず

ゑ

に
劃
す

る
そ
れ
を

封
外

的
減

債

ご
云
ふ
・

…
今
金

が
国
際

的
通

貨

ご
し

て
自

由

に
流
通

し
、
其
輸

出

入
に
於

て
何
等

の
禁
止
障

碍

の
行

は
れ

さ

る
場

合

を
考

へ

隔
。
・

伽
特
殊

的
減
贋

(金
紙

の
開
き

)
が

一
般

的
減
債

(物

債

の
騰

貴

)
よ
り
も

大
な
る
限
り

、
此
差
額

の
爲

に
輸
出

は
促

進

せ
ら
れ
鹸
…入
は
阻
碍

せ
ら

れ

る
。

ラ価
特
殊

的
減

償
が

「
般
的
減

債

よ
り
も

小
な

る
限
り

、
此
差
額

の
爲
に
輸

出
は
阻
碍

せ
ら
れ
輸

入
は
助

長

せ
ら
れ

る
。

二
者

が
千

行

に
進

め

る
以

上
、
即

ち
二
者

の
程
度
に
差

異

の
存

在

せ
ざ

る
以
上
、

二
者

の
關
係

よ
り
し

て

鹸
…出
入

は
影
響

を
蒙

る
事

は

な

い
。

■
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輪

読

続
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の
減
侭

就
い
て

菱
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に
騰
貴
す
る
、
此
騰
貴

に
よ
り
三

般
物
償
が
高
ま
り
其
結
果
・

「
般
的
減
贋
が
特
殊
的
減
債
よ
り
藪
假
に
大
な

.

る
事
。
,
。
し
て
、
、
そ
鷲

は
知
夫

提
嘉

あ
て
は
　

蔭

.
冬

瞥

商
品
翕

然

薩

上

扇

物

積

晶

伴
う
て
騰
落
す
・
長

寝

定
を
立
つ
れ
ば
そ
れ
ま
で
・
、
議
論
は
有
り
得
な
い
・

顕

紙
幣
國
相
互
の
間
に
於
て
、蚤

国
際
貸
借
の
決
済
・
謹

金
の
畠

出
会

行
・
れ
・
募

合
に
於
て
は
・

一
…
一
般
的
減
暮

欝

藍

の
骸

は
も
は
・
幣

入
・
上
・
如
去

影
響
書

・
得
・
い
・
而
し
て
・
此
場
合
に

「於
。
特
殊
的
減
債
に
代
　

・
は
即
ち
課

射
爆

で
・
・
.
而
・
て
前
高

欝

次
・
様
な
る
提
言
が
成
り
立

つ
.。
ち
劃
外
的
減
債
が

奮

藩

ポ

も
大
・
・
讐

幣

が
助
長
・
え

、薯

が
薯

よ
皇

小
な
る
特

綾

入
が
促
進
せ
え

る
。
面
し
.て
特
殊
的
婆

は
如
何
様
で
盈

う
§

雲

国
際
的
書

の
實
を
有
せ
ざ
る

一
限

り
、
如

上

の
提
言

に
何
等

の
愛

化
を
も
及

ぼ
さ
な

い
。

….

砦

如
く
考

へ
乗
れ
ば
、
デ
ィ
ド
の
養

は
勿
論
そ
・
ま
孟

廷

記
せ
5
・
響

も

・
で
・
・
く
・
特
殊
的
減

　冥

一
欝

綾

・
・
も
大
・
る
限
昆

於
委

嘗

・

・
.
從
・
て
、
・
謎

引
用
・
た

・
ヂ
イ
ド
の
説
明
を

　
無
償
件
箋

當

な
ら
し
・
ん
翁

・
・
馨

・
藩

・
髪

上
、
錬

的
潜

が

疲

穰

璽

り
も
大
な
と

.

云
ふ
命
繋

成
,
妾

ね
ば
・
話

ゆ
其
他

ワ
ア
グ
・
五

至

・
・
ア
ン
・
等

・
如
皇

張
も
ご

一種

の
藩

『

醸

來
蕎

。
莫

な
る
可
き
性
質
書

す
・
か
と
云
喬

讐

・
て
蓬

・
え

・
・
竪

成
老

得
な
い
事

…

簾

謬
灘
繁

藤

嬬欝
鐸
謬

雛
響
ら.

…

評

醤

葎

肇

.

馨

藩

四
三
)

四
人
三

.

-

F

」

■,



一
論

説

馨

・
穰

に
就
い
て
.

第
八
貧

第
四
號

四
四
〕

四
八
四

一

雇

濃

債
ご
特
殊
的
藩

ご
そ
・
何
膿

委

・
皇

至

黙
・
關
・
て
は
・
過
去
の
要

務

　

一
定
の

一

塵

が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
・
…

.
五
口人
は
磐

手
.誓

・
・
呆

・
實
型

就
・
て
先
・
難

を
膝

し

一
て

見

な

い

。

〔
註
)

の

琶 同 同 同 同 同 回 向 同 同 局 同 同 期

緯.;湛 罫 ・八七糞
要 年 …箸 年 年.年 年 年 年 年 年 年 …華年

1
銀

貨

相
揚

物

偵

指
数

『

δ

o.8

δ
?

OO

一〇
一7
0
0

一〇
∵
0
0

一9
　・
0
0

δ
四
・
8

一晃

・8

一
〇八
6

0

δ

ヨ・
8

一ロ
一・
8

δ
耳
・8

一
〇
六
・
0
0

=
?
0
0

1
銀
貨

「
圓

に
針
す

一

る
紙
幣
平
均
相
場

一
・
〇
三
六

一
・
ロ
三
(

一
・
O
一死

O
・
突

九

.

一重

　

一・
0究

一
・三

=

一
・四着

」
・究
穴

一
・五
三

=

一茜

一
6
八
九

一∴
葦

11

紙
幣

相
場

-
物
便

指
鍛

r

三
〇
・六
〇

【9
丁
六
〇

一〇
四
・空
ハ

究

・免

一呈

三
七

=
四
・舌

三
　
・
=

「
発

・…

一品

・六九

三
(
・壱

三
〇
二
九.

=
亭

豊

=
六
・〇五

装

は
飯
島
覧

が
「明
・
・
車

磁

据

婁

・、纂

・
鍾

華

中
」に
・
舞

制
度
翌

會
物
窺

鐸

面

に

琴

.萩
幣
平
均
相
雑

沓

し
て
計
算
.ぜ
ら
れ
た
・
結
峯

瑠

し
た
る
あ

で
あ
瓠

、
.
.
.

…
五口人
。
先
づ
此
幕

制
度
調
査
會
・
智

姦

参

れ
丈
・
確
貴
・
・
享

・
か
・
知
ら
な
い
・
ま
奮

響

國

…
が
ぞ

は
金
本
位
制
馨

採
用
し
馨

後
の
事
で
あ
・
、
從
ひ
て
此
鷺

銀
贋
の
高
下
は
倉

の
金
の
露

の
「尚

5)飯 島幡司氏署金融纏濟論一〇三 一〇四頁



ぎ

異
な
れ
る
讐

を
享

る
糞

な
い
　

云
へ
な
・
、
・
か
・
此
等
・
黙
藻

れ
て
数

字
の
「み
よ
爵

定

夙

　

零

す
事
を
許
・
れ
・
な
ら
ば
、
特
殊
的
減
翼

盟

疲

的
減
璽

り
も
小
・
る
覧

る
の
で
あ
る
量

に
ま
.

渤

一
…
た
最
近
・
於
け
る
金
紙

・
開
・
易

贋
騰
婁

・
關
係
寛

・
・
之

鐘

・
胤
・
く
す
　

の
が
あ

る
・
各
国
殊

醗

麟
　譲

鰯
蜘　総
灘

　　鱗

欝　
鶴
叢

一
年
六
月
以
來
例

へ
幽ぱ
此
歪

七
年
七
月
ま
で
の
四
年
間

に
約
+
割
四
分
を
増
し
て
居

る
・

舗醗

大
正
三
年
六
月
(日
本
銀
行
調
査
}

大
正
七
年
七
月

騰
貴
牽
%

灘
.

…
・
綴

矯

玉
茎

垂

七
r
.

乙
.国

難

瀦
灘
　　　　　　　羅

　　　　
.　」

謬

曝

け
る
米
國
の
實
例
で
あ
る
.
之
に
關
し
て
は
神
戸
練
士
河
上
博
士
の
詳
細
な
乃
救
辻
を
参
照
す
べ

騨

　藍

ザ嬉
騨諺

誕
獺罐

鹸

讐

鯵
馨

矧刎職
囎

論

説

幕

・
減
得

就
・
℃
一

第
八
糞

第
四
號

四
五
)

四
会

.

冒



論

説

舞

・
覆

ト就
い
《

更

巻

(第
四
號

四
六
)
.
四
八
六

諭

。
如
　

五
.人
を
し
て
金
紙

の
聞
誤

物
債
嬰

の
程
度
・
・
も
大
・
・
妻

か
つ
六
事
憲

は
し
め
る

,(
帖

.

般
智

指
警

肇

髭

断
定

の
確
・
を
失
は
し
め
る
の
は
濃

で
あ
る
)

(数
表
の
末
期
即
ち

一
八

一.九
牟

一
九
二
〇
年
頃一

一
に
聞
し
て
ば
金
紙

の
開
き
が
小
で
あ

っ
た
事

姦

多

の
讐

が
認
め
て
居

ゑ

・

一 丁

一
八

O

O

.

一
入

○

一

[
八

Q

二

・

「
八

〇

三

一
八

〇
四

「
入

〇
五

「
八
〇

六

「
入

〇

七

一
八

O
入

一
入

〇
九

「
八

}
〇

一
入

一
「

一
入

一
二

「
八

一
三

一
八

一
四

「
八

一
五

一
入

一
六
.

英
国

に
於
け

る
金

、
小
峯

鐵

、
茶

の
価
格

'

奪 ≒ 畠 皇 室 齢.♂ 合 合 合 ♂ 合 合 合.会.薯 金五 唱 五 五
ソこ

萎籍 築養.豊羅 箋 き鍵 奏愁 基曇

…囑 玉藍E

薫 篤 薫 薫 冠撫 鐵

●

茶

　酉
・1
四三

四
〇
一
回
二

冒天
一
竪

冒三
一
四
四

冒三
一
　死

毒

一

四一「

量

一

四四

茜

-
豊

昌
ヘー

圖

　
六
-
四
三

嵩
一

四六

耳〒

・豊

　↑

彊

壼

一
四
三

巴
-

異

天
一
圏
二

岩
一
翌

・

.

1



「
漂

.　

警

　ご

　　

・

.、

.

.

.

皿

　懲

舞

鶴

雛

賭熱

難

饗

嬉

酬陸簿
.

工
兵
が
特
蓄

蔵
磐

一
儲

瞥

よ
・
も
大
・
・
要

理
・
音
聾

・
が
如
く
論

・
る
所
寛

ξ

此
種

　雛

騰
雛

鐘

郵

廟蜘留縫
鞭

罐

錘

賑
耽講

書

三

。
醤

・
擁

は
・
薩

・
な
・
蓋

藍

。
・
主

於
・
善

人
若
・
前
掲
の
轟

義

立
せ
し
め

㍗

せ
。
、
統
計
の
摯

を
去
り
て
、
更
・
黎

的
纏

・
訴

・
ね
・
弩

・
・

ロ

じ

ロ

癩

幣
の

自
。・...・山…
…

・・ず
蓋

・
会

盛

付
　

影
響

肇

か
ご
云
ふ
問
題
婁

暫
し
め
ん

　
が
爲
に
禦

的
纏

に
訴
ふ
可
し
と
誘
い
・
.
讐

な
が
昆

纏

・
箭

提
糞

す
る
・
而
し
て
眼
前
吾
人
の

講

"
逡

離

鞭

羅

縮

弗
賜
金
に
封
ず
る
打
歩
の竣
生
す
胤
最
も
奪

・　

…
金
　

・
　

・
藩

減
課

　

替
手
形
　

罫

卦
的
減
　

も
嘉

同
「
覗
す
可

遭

ざ
る
事
薙

の
如
-
・
・
る
。
・
…

萱

金
・
岳

肇

・
行
進

代
薗

間
に
　

醇

此
二

講

説

紙
幣

の
減
便

・漉

い
.て

第
八
巻

(
第
四
號

四
七
)
.
四
八
七



　

　

　
　

の
ぬ
　
に
　

い
て

　

　
な

　

　
　

ハ
る

　

　
ス
ス

.

の
綾

は
相
因
果
し
作
用
し
て
常
に
倉

・
・
醤

害

・
…

で
…

奮

封
ず
る
打
歩
の
膏
下
は
暮

粕

場
の
高
下
崖

じ
、
響

相
場
2
高
下
蜜

・
金
野

・
・
打
歩
・
雫

・
俘
ふ
三

者
は
云
は
骸

髭

の

購
　譲
灘
謙
糠
麟

謙
繋難

燃

、嚢

難

鰹

飢簸
鋤
軟響

趨
難

繋

鰹

擁

繋

纏

塑難

伽嚢

難

撫
鍵
囁

一　讐

難

鰻

藤

聾れ藻
纏

無

難

懸
輔緯

巌
襲

噂藤
袴

攣

錨藤
諺

難

鴛
羅

蕪

…

鍵

露
、無
難
難

懸

羅
解

鰺

↑諺
襲
離
籍

.

　
か
。
が
故
に
五
日人
は
此
打
萎

生
・
原
　

し
て
・
暮

相
場

・
翼

長
・

一
欝

で
　

芸

ひ
な
い
.
兎

.

冒



に
角
に
吾
人
。
金
罰

す
る
打
歩
・
要

る
原
因
を
以
・
暮

相
場

・
霧

・
脅

差

・
・讐

・
長
里

な

、
原
因
を
ま
た
国
際
蕃

の
關
係
に
脅

暑

へ
・
.
.・
れ
黛

吾
人
の
麗

需

提
を
な
す
も

の
で
あ
る
・
書

註̂
黍

糶

場
。
圭
原
。
・、し
て
に
、
云
ふ
ぞ

・
智

國
恐

聲

・
幕

・
購
買
力
・
畿

塞

ぐ
ろ
あ

ミ

画
賛

借
の
關
係
を
拳
.

,
、
、
の
.、
の
鼓

謝

ろ
。
前
聲

久
し
く
多
く
・
薯

に
　

蒼

ぜ
え

・
居
・
・
説
で
碧

・
・
近
蒙

・
詣

;

あ

が
少
く
な

い

幽
。

に
8
8

旦

こ

2

ヨ
巴

瓦

一
六
隼
三
月
號
に
響

た
・
カ
ッ
弔
一ル
の
意
見
の
聖

霊

も
鰹

的
昆

馨

虫
張
芸

も
の
で
め
ろ
・
氏
の
.考

.
義

。
響

鋸

ぼ
各
国
の
舞

の
そ
の
園
内
・
於
・
・
饗

力
・
比
・
・
り
歪

・
　

此
購
.買
力
鼻

聾

の
欝

に
一

て
.定
ま
ろ
.

從
ひ
て
倉

橋

茜

問
の
暮

・
塁

.・
下
鑑

賞
髪

・
崖

隣

り
義

定
・
・
ろ
・
あ

・
・
ろ
・
聾

輩

容

相
場
の
關
係
ト

關
す
る
砦

筈

、
一

存
在
、
た
・
・
の
で
・
・
が
、
壽

・
有
力
　

署

・
之

友

写

・
程

径

・
思
ふ
に
・
翻

に
於
鋤

纂

。
購
男

に
勿
鷺

籍

揚
の
上
に
懸

及

ぼ
す
華
墨

・
難
し
覗・す
・
セ

荏

極
・
薔

篶

で
常
に
國
饗

借
の
關
係
建

じ
て
の
事

で
あ
る
。
園
内
に
於
け
ろ
金
一』
封
ず
る
打
歩
に
至
奨

揚

謹

哲

響

錫

・
覇

食

…

れ
・」も

其
作
用
量

餐

三

欝

な

り

ミ
に
云

へ
な

い
。
從
ひ
て
爲
替
相
場
決
定

の
主
要
原
因
ぱ
国
際
貸
借
で
あ

ろ
。

.
キ
。
.
も
、
。
際
蕃

り
關
係
か
嘉

例
に
・
・
舎

封
;

打
歩
・
塑

…

辞

諭
し
た
毒

砦

歩
萎

園
内
に
奪

島

A.
の
存
す
る
事
を
諾

し
、
而
し
て
次
の
加
重

寿

。
此
・
如
・
…

舞

・
無

償
蕩

減
雀

・
蓋

に
封
ず
ろ
打
歩
晃

づ
國
内

。
原
。
、
,
争

る
。
黙
れ
..、も
此
・
如
き
昊

抵
溌

親

藩

・
露

寒
・
信
用
確
實
砦

笈

賢

答

識

す
ろ
で
あ
ら
煽

髪

.シ

。
の
雛

濟
、原
論
養

て
。
鰭

の
考
崩

に
述
べ
・
れ
・
居
・
・
、
金
舞

・
舟

歩
・
原
票

列
誉

・
れ
て
或

に
國
内
的
原
因
の
惹

ぞ

見
ろ
様
。
説
募

も
し
て
あ
・
・
、
・
説
.、
見
寄

・
あ

零

・
・
で
・
・
-
ゴ

崎
篁

・
亦
レ
要

撃

認
め
羨

の
醤

解

毒

ろ
。霧

の
舞

径

・、金
の
打
歩
ξ
・
必
然
里

・
・
ざ
　

吾

・
響
・
藷

昼

・
撃

・
・
三

述
の
如
く
竃

於
て
量

れ

が
先
づ
畿

、
て
舞

が
泌
に
讒

す
ろ
・
々
知
ら
ざ
ろ
可
・
ら
諾

し
重

義

援
・
哉
・
賀

笑

讐

於
罫

外
債
繁

原
国
是

論

説

馨

・
覆

に
就
・
て

第
八
貧

餌

號

四
九
)

四
八
九

1臨 紫 職 。二時瀧 慧 臨3.Aufl.Bd.VII.
g10.S.1u3.・ 　

.

冒



…
論

説

馨

の
震

に
就

い
・

第
八
巻

、
(第
四
號

五
。
)

四
九
。

て
れ
　
れ
お
　
な
う
が
　

し
の

一
先

。
金
に
孕

る
打
歩
慕

籍

揚
・
霧

・
星

・
來
・
事
・

疲

・
・
認
む
れ
ば
・
吾
人
の
藩

を
.豪

磐

、る
事
穣

来
る
.
思
・
・
を

る
道
行
・
堂

島

・
打
歩
笙

宏

繹

・
蒸

篇
章

形
薦

慕

あ

一
る
、
此
騰
貴
は
馨

國
の
葵

・
超
過
、
譲

蜀

・
・
元
利
・
支
馨

警

縷

蹟

向
を
掌

る
事
情
の
序

盤

讐

噛叫謙

鶴
隔腰鐸
慧

難

臨
購
躯雛

顯

髪

は
肇
の
穆

に
努

を
登

草

し
て
響

・
得
.・
如
」

、此
際
金
の
縁

・
騰
貴
紐

の
留

薦

貴
を

塩

原
製

し
て
齎
ミ

る
妻

得
る
も
の
で
あ
る
。

籠

」此
際
必
然
的
に
肇

・
　

馨

　

豪

・・
釜

賂
・
…

金
攣

る
打
歩
五
割
　

れ
ば
北
極

蠣

謙
雛
　簸

脚継
撫

繍騰

　購湘灘

一

,
。
響

。
騰
貴
は
當
探

國
・
於
け
る
霧

姦

加
せ
・
・
、
其
藁

園
内
に
於
け
喬

肇

讐

せ
ざ
盆

暎
飢

露

な
い
.
此
の
如
く
蟄

命

ち
國
欝

移
動
の
可
襲

・
藷

・
・
、
次
・
物
磐

騰
貴
髭

等
の
藷

`
代

懸
.

謹

を
有
し
、
又
は
之
・
原
料
こ
す
る
生
霧

笈

・
、
誉

・
か
き

器

・
・
作
用
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